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近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
で
す
。 

  

サ
ン
リ
オ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
シ
ッ
ク
「
リ

ボ
ン
の
国
の
音
楽
会
」
　 

Q
８
月
１
日
豸
〈
２
回
公
演
〉
【
１
回
目
】

午
後
１
時
３０
分
開
演
（
１
時
開
場
）
【
２

回
目
】
午
後
４
時
３０
分
開
演
（
４
時
開
場
）

※
公
演
時
間
約
７５
分
（
休
憩
含
む
） 

L
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
松
伏
町
中

央
公
民
館
）
（
東
武
伊
勢
崎
線
北
越
谷
駅

東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中
央

公
民
館
前
」
下
車
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
吉
川

駅
北
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中

央
公
民
館
前
」
下
車
） 

O
出
演
／
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
、
ダ
ニ
エ
ル
、

ば
つ
丸
、
マ
イ
メ
ロ
デ
ィ
ほ
か 

P
一
般
２
０
０
０
円
３
歳
以
上
小
学
生
以

下
１
５
０
０
円
【
全
席
指
定
】
　
　
　
　

※
２
歳
以
下
で
、
保
護
者
の
膝
上
鑑
賞
は

無
料
で
す
（
た
だ
し
、
座
席
が
必
要
な
場

合
は
有
料
と
な
り
ま
す
）
。 

※
幼
児
、
児
童
だ
け
で
の
ご
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。 

J
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
蕁
９９２
・
１
０

０
１ 

  misato style2010

（
み
さ
と
・
す
た
い
る)

〜
真
夏
のjazz

＆
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ
〜 

Q
８
月
７
日
貍
　
午
後
２
時
〜
９
時
〈
小

雨
決
行
、
雨
天
中
止
〉 

L
に
お
ど
り
公
園
（
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
三
郷
中
央
駅
前
） 

Ojazz

の
生
演
奏
。
県
内
外
の
グ
ル
メ
な

お
店
。
三
郷
の
名
産
・
地
産
品
の
販
売
。

三
郷
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
グ
ッ
ズ
販
売
。 

J
三
郷
市
観
光
協
会
（
産
業
振
興
課
内
）

蕁
９３０
・
７
７
２
１ 

  

八
坂
祭
り 

Q
７
月
１７
日
貍
・
１８
日
豸 

L
芳
川
神
社
周
辺
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
吉
川

駅
北
口
い
ち
ょ
う
通
り
徒
歩
約
１０
分
） 

O
神
輿
の
競
演
（
空
に
向
か
っ
て
神
輿
を

放
り
上
げ
る
「
あ
ば
れ
神
輿
」
１８
日
豸
 

午
後
８
時
か
ら
午
後
９
時
）
、
子
ど
も
神

輿
、
山
車
巡
行
な
ど
。 

J
商
工
課
蕁
９８２
・
９
６
９
７ 

  

越
谷
花
火
大
会 

Q
７
月
３１
日
貍
　
午
後
７
時
か
ら
〈
小
雨

決
行
〉 

L
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
東
側
、
　
西
用

水
中
土
手
（
東
武
伊
勢
崎
線
越
谷
駅
東
口

下
車
徒
歩
１０
分
） 

O
約
５
０
０
０
発
の
花
火
が
夏
の
夜
空
を

彩
り
ま
す
。 

※
当
日
は
会
場
周
辺
の
交
通
規
制
を
行
い

ま
す
。 

J
越
谷
市
観
光
協
会
蕁
９６６
・
６
１
１
１ 

  

草
加
市
民
納
涼
大
花
火
大
会 

Q
７
月
３１
日
貍
　
午
後
６
時
３０
分
〜
（
雨

天
時
は
８
月
１
日
豸
） 

L
そ
う
か
公
園 

O
ス
タ
ー
マ
イ
ン
ほ
か
５
０
０
０
発
を
打

ち
上
げ
。
協
賛
す
る
と
花
火
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

J
草
加
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
課
蕁
９２２

・
０
１
５
１
A
１
５
８
４ 

       　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

■
一
般
書
 

「
私
た
ち
に
は
物
語
が
あ
る
」
 

角
田
　
光
代
　
著
 

「
ひ
と
り
語
り
」
 

吉
行
　
和
子
　
著
 

「
リ
ン
グ
」
 

百
田
　
尚
樹
　
著
 

「
組
曲
虐
殺
」
 

井
上
ひ
さ
し
　
著
 

「
火
群
の
ご
と
く
」
 あ

さ
の
あ
つ
こ
　
著
 

「
死
ね
ば
い
い
の
に
」
 京

極
　
夏
彦
　
著
 

「
道
徳
と
い
う
名
の
少
年
」
 

桜
庭
　
一
樹
　
著
 

「
あ
ら
れ
も
な
い
祈
り
」
 

島
本
　
理
生
　
著
 

 ■
児
童
書
 

「
こ
こ
に
も
、
こ
け
が
…
」
 

越
智
　
典
子
　
文
 

「
雑
木
林
の
お
く
り
も
の
」
 

今
森
　
光
彦
　
写
真
・
文
 

「
ふ
た
り
の
プ
リ
ン
セ
ス
」
 

シ
ャ
ノ
ン
・
ヘ
イ
ル
　
作
 

「
な
か
な
い
で
、
毒
き
の
こ
ち
ゃ
ん
」
 

デ
イ
ジ
ー
・
ム
ラ
ー
ス
コ
ヴ
ァ
ー
　
作
 

「
す
き
が
い
っ
ぱ
い
」
 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン
　
作
 

「
と
う
さ
ん
」
 

う
ち
だ
　
り
ん
た
ろ
う
　
文
 

「
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
？
ね
ず
み
く
ん
」
 

な
か
え
よ
し
を
　
作
 

■
８
月
の
休
館
日
 

　
八
幡
・
八
條
図
書
館
　
２
日
豺
・
９
日

豺
・
１６
日
豺
・
２３
日
豺
・
３０
日
豺
 

        

 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

悲
し
み
は
前
ぶ
れ
も
な
く
余
花
の
雨
 

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

雨
の
能
登
静
か
に
苗
待
つ
千
枚
田
 

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

長
雨
に
庭
の
ア
ジ
サ
イ
彩
を
増
し
 

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

蛍
舞
う
追
う
人
も
な
く
過
疎
の
村
 

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

梔
子
も
乙
女
も
白
く
青
い
空
 

大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子
 

色
付
き
し
枇
杷
の
実
狙
う
雀
か
な
 

鶴
ヶ
曽
根
　
小
金
丸
美
智
子
 

店
先
の
灯
に
照
ら
さ
る
る
簾
か
な
 

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子
 

大
輪
の
紫
陽
花
避
け
て
雨
の
径
 

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

　
林
す
り
ぬ
け
て
ゆ
く
青
葉
風
 

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

書
道
展
涼
し
く
流
る
草
書
か
な
 

八
潮
二
　
　
近
藤
　
寛
一
 

梅
雨
入
り
や
駅
へ
と
急
ぐ
傘
の
華
　
 

八
潮
六
　
　
菅
澤
　
　
博
 

足
音
に
蛙
な
き
止
み
草
叢
へ
 

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

し
ょ
う
ぶ
湯
に
今
年
も
無
事
を
感
謝
し
て
 

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み
 

い
つ
も
よ
り
少
し
多
め
に
豆
ご
飯
 

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

虹
さ
が
す
心
に
風
の
ふ
く
と
き
は
 

緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江
 

梅
雨
激
し
小
舟
も
濡
れ
る
矢
切
か
な
 

緑
町
一
　
　
溝
口
　
榮
一
 

朝
顔
や
垣
根
越
え
く
る
隣
よ
り
 

伊
　
草
　
　
高
橋
　
圭
輔
 

あ
り
が
と
う
同
じ
名
を
持
つ
サ
ム
ラ
イ
へ
 

  

八
潮
七
　
　
佐
藤
　
千
和
 

愛
ら
し
い
紅
く
連
な
る
堤
燈
の
 

　
　
花
の
名
聞
け
ば
チ
ロ
リ
ア
ン
ラ
ン
プ
 

八
潮
七
　
　
深
井
　
　
健
 

電
柱
の
影
に
隠
れ
て
信
号
ま
つ
 

　
　
　
暑
さ
を
凌
ぐ
午
後
の
散
歩
か
 

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

散
り
初
め
し
花
片
踏
み
し
め
路
地
裏
を
 

　
　
　
来
年
又
ね
と
惜
し
む
桜
を
 

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子
 

水
無
月
に
カ
ラ
オ
ケ
四
人
中
学
の
 

　
　
　
先
生
友
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
 

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

嫁
ぎ
行
く
外
孫
の
幸
せ
祈
り
つ
つ
 

　
　
　
席
に
座
し
て
は
涙
溢
れ
ん
 

八
潮
二
　
　
近
藤
し
げ
い
 

玉
ね
ぎ
と
相
性
の
良
い
ア
ボ
ガ
ド
を
 

　
　
　
少
し
多
め
に
今
朝
の
サ
ラ
ダ
は
 

南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子
 

初
夏
の
海
宿
の
窓
よ
り
波
な
が
め
 

　
　
　
七
十
年
の
く
ら
し
を
想
う
 

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

朱
鷺
の
森
静
か
に
育
つ
姿
見
て
 

　
　
　
自
然
に
帰
す
苦
労
を
み
つ
つ
 

南
後
谷
　
　
山
内
　
久
子
 

共
感
の
相
槌
欲
し
き
老
人
は
 

　
　
　
息
も
つ
か
ず
に
話
し
か
け
お
り
 

伊
　
草
　
　
斉
藤
　
富
子
 

思
い
出
の
旅
の
宿
に
て
な
つ
か
し
む
 

　
　
　
語
り
つ
く
せ
ぬ
姉
弟
の
絆
 

中
央
一
　
　
鈴
木
　
宏
子
 

萌
黄
色
春
爛
漫
の
時
を
経
て
 

　
　
　
木
々
の
若
葉
も
濃
く
な
り
に
け
り
 

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

田
ん
ぼ
道
矢
切
の
渡
し
そ
の
先
の
 

　
　
　
小
高
き
丘
に
「
野
菊
の
墓
」
あ
り
 

鶴
ヶ
曽
根
　
斉
藤
　
京
子
 

桑
の
実
の
た
わ
わ
に
稔
り
枝
下
が
り
 

　
　
　
野
鳥
せ
わ
し
く
樹
冠
を
巡
る
 

木
曽
根
　
　
廏
谷
　
多
門
 

爽
や
か
な
風
に
囁
き
水
を
抱
き
 

　
　
　
ひ
そ
か
に
咲
き
し
芭
蕉
愛
ら
し
 

八
　
条
　
　
種
村
　
幸
子
 

く
ね
く
ね
と
一
筆
書
き
の
蝸
牛
 

　
　
　
ま
る
き
葉
の
べ
る
石
蕗
に
乗
り
 

J
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３
 

         　
資
料
館
で
は
、
市
の
歴
史
を
幅
広
く
扱

っ
た
「
常
設
展
示
」
の
ほ
か
、
八
潮
の
特

色
あ
る
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す
る
「
企
画

展
示
」
、
市
民
の
方
々
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

収
蔵
資
料
な
ど
を
公
開
す
る
「
収
蔵
品
展

示
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
の
企
画
展
示
は
、
電
化
製
品
が

家
庭
に
普
及
す
る
以
前
の
生
活
資
料
を
展

示
し
、
江
戸
時
代
か
ら
高
度
経
済
成
長
期

に
至
る
ま
で
の
先
人
た
ち
の
暮
ら
し
や
生

活
用
具
の
変
遷
を
紹
介
す
る
展
示
会
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
収
蔵
品
展
示
で
は
、
明
治
時
代
の

初
め
に
村
単
位
（
現
在
の
大
字
に
相
当
）

で
作
製
さ
れ
た
地
租
改
正
絵
図
を
テ
ー
マ

と
し
た
展
示
会
を
計
画
し
て
お
り
、
６００
分

の
１
の
縮
尺
で
正
確
に
描
か
れ
た
大
型
の

絵
図
か
ら
、
１５０
年
前
頃
の
八
潮
の
ま
ち
の

姿
、
そ
し
て
農
村
部
で
の
明
治
維
新
の
様

子
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
展
示
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙

な
ど
を
通
じ
て
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
 

J
文
化
財
保
護
課
　
蕁
９９７
・
６
６
６
６
 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

く
ち
な
し
 

か
わ
ず
 

は
な
 

そ
 

と
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
　
ご
 

と
　
き
 

か
た
つ
む
り
 

つ
わ
ぶ
き
 

わ
た
く
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
が
た
り
 

か
く
た
　
　
み
つ
よ
 

よ
し
ゆ
き
　
　
　
か
ず
こ
 

く
み
き
ょ
く
ぎ
ゃ
く
さ
つ
 

い
の
う
え
 

ほ
む
ら
 

し
 

ど
う
と
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
し
ょ
う
ね
ん
 

ひ
ゃ
く
た
　
　
　

な
お
き
 

き
ょ
う
ご
く
　
　
　
な
つ
ひ
こ
 

さ
く
ら
ば
　
　
　
か
ず
　
き
 

し
ま
も
と
　
　
　
　
り
　
お
 

お
　
　
ち
　
　
　
の
り
　
こ
 

ぞ
う
き
ば
や
し
 

い
ま
も
り
　
　
　
み
つ
ひ
こ
 

ど
く
 

い
の
 

が
た
 

資
料
館
展
示
会
の
ご
案
内
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

昨年度の企画展示会の様子 

市の行政改革に対する 
提案を募集 

　市では、「第４次行政改革大綱・実施計画」を本年度中に策定す
る予定です。この新たな行政改革の取り組みにあたり、市民の皆さ
んからの提案を広く募集します。 
N市内在住・在勤・在学の方 
O経費の節減に関する提案 
効率的な市政運営に関する提案 
市民サービスの向上に関する提案など 

M７月３０日（消印有効）までに①住所②氏名③連絡先（勤務先）
の名称・電話番号④提案内容（付属資料があれば添付してください）
を記載のうえ、郵送、ファックス、または電子メールで企画経営課へ。
応募様式は問いません。 
※いただいた提案については、この目的以外には使用しません。 
※市民の皆さんの創意工夫による具体的かつ実現可能な提案を
計画に反映します。 
 
J企画経営課蕁B４７６　電子メール：m-kikaku@city.yashio.lg.jp


